
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【⽇ 時】平成２７年１１⽉２０⽇（⾦）１３：３０〜１６：３０ 

【会 場】建設研修センター⼤ホール 盛岡市松尾町 17-9 TEL019-653-6111 

【対象者】建設⾏政等担当職員、建設業関係者など 
※どなたでも参加いただけます。 

【参加費】無料 定員１００名（定員になり次第締切り） 

【プログラム概要】CPDS 認定講習：2 ユニット 

第 1 部 
基 調 講 演 

「建設業の⼈材確保・育成について」 
㈱北海道建設新聞社 代表取締役社⻑ 荒⽊ 正芳 ⽒ 

第 2 部 
事 例 発 表 

「地域に埋もれる宝（担い⼿）を掘り当てよう!」
〜地域の宝、若者の流出を地域建設産業の⼒で防ぐ〜 
(⼀社)岩⼿県建設業協会広報委員会 IT 部会 委員 佐々⽊ 栄洋 

第 3 部 
パネルディスカッション 
 

担い⼿の確保と育成に関
する現状と、課題の解決に
向けて 

パネリスト 
岩⼿県県⼟整備部建設技術振興課 総括課⻑ 桐野 敬 ⽒
㈱北海道建設新聞社 代表取締役社⻑ 荒⽊ 正芳 ⽒ 

  (⼀社)岩⼿県建設業協会遠野⽀部 ⽀部⻑ 三浦貞⼀ 
(⼀社)岩⼿県建設業協会広報委員会 IT 部会副部会⻑ 下河原 ⼤希
(⼀社)岩⼿県建設業協会広報委員会 IT 部会委員 ⻘⽊ 健⼀ 

コーディネーター 
 ㈱⽇刊岩⼿建設⼯業新聞社 常務取締役 宮野 裕⼦ ⽒ 

【お問合せ】(⼀社)岩⼿県建設業協会     TEL 019-653-6111 

【お申込み】別紙申込書をＦＡＸにて送付 FAX 019-653-6113 
 

主催 (⼀社)岩⼿県建設業協会・岩⼿県⼟⽊施⼯管理技⼠会 
後援 東⽈本建設業保証㈱岩⼿⽀店・㈱⽇刊岩⼿建設⼯業新聞社 

建設業の経営環境に関するシンポジウム

テーマ：担い⼿の確保と育成に関する現状と課題 
岩⼿県内の⼈⼝減少が進⾏する中、企業では⼈⼿不⾜と⼈材育成が喫緊の課題になっていま

す。復興需要後には建設投資の落ち込みが予想されることから、⼈員の抱え込みは経営悪化に
直結する側⾯があり、建設業をはじめ、多くの地場企業は慎重な経営戦略が求められています。
 また、建設業の担い⼿確保対策等を盛り込んだ、いわゆる“担い⼿三法”が施⾏されました。
ダンピング受注の防⽌や受注者の適正な利潤を確保するなどの責務を発注者に促すなど、業界
再⽣と将来の担い⼿を確保する⽅策が⽰されています。 

岩⼿県の建設業界が「担い⼿の確保と育成」に向けた取り組みを進めるにあたり、課題解決
の⼀助となるよう標記シンポジウムを開催いたします。是⾮、多くの皆様にご参加いただきま
すようご案内いたします。 



 

 

 

 

 

 
 

【⽇ 時】平成２７年１１⽉２０⽇（⾦）１３：３０〜１６：３０ 
【会 場】建設研修センター⼤ホール 盛岡市松尾町 17-9 TEL019-653-6111 
      ※駐⾞場には限りがございます。満⾞時は近隣の⺠間駐⾞場をご利⽤下さい。 
 

 

建設業の経営環境に関するシンポジウム（11 ⽉ 20 ⽇） 参加申込書 

公署・会社名  

参 加 者 

役職名 ⽒名 

  

  

  

  

  

担 当 者  

連 絡 先  

⼀般社団法⼈岩⼿県建設業協会 ⾏    FAX 019-653-6113 へ 
 
※本シンポジウムは CPDS 認定講習となります。２ユニットの受講証明書を終了後に配布します。 
※定員になり次第締め切ります。 
※ご記⼊いただきました個⼈情報は、厳正に管理し、本シンポジウム以外の⽬的には使⽤しません。 

講師ご紹介 
㈱北海道建設新聞社 代表取締役社⻑ 荒⽊ 正芳 ⽒ 
 昭和 55 年明治⼤学政治経済学部経済学科卒業。同年４⽉㈱北海
道建設新聞社に⼊社。第２報道部⻑、第１報道部⻑、編集局次⻑
などを歴任。平成 26 年 10 ⽉常務取締役（経営管理統括）、平成
27 年 5 ⽉代表取締役社⻑。記者時代は北海道建設業協会、北海道
建設業信⽤保証、⽇本建設業連合会、建災防、建退共、専⾨⼯事
団体、技能団体、砕⽯業、⽣コン業など建設産業全般を取材。 

⾏政、企業、団体などにおいて多数講演を実施。 


